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歳末たすけあい運動

そもそも、災害ボランティアセンターって何だろう？

Q:災害ボランティアセンターとは？

■災害ボランティアセンターの役割

災害ボランティアセンター

ひとり暮らし高齢者へのおせち料理配達

在宅重度障がい児等への支援金贈呈

生活困窮世帯、生活保護世帯への支援金贈呈

ひとり親家庭への図書券贈呈

歳末施設訪問

　昨年１２月は、歳末たすけあい運動月間として“歳末たすけあい募金”に皆様
の温かいご理解・ご協力をいただきまして厚くお礼申し上げます。
　皆様から寄せられた善意の募金は、永平寺町社協の福祉事業に活用させていた
だきました。

▲おせち料理を受け取るおひとり暮らしの方

▲永平寺町長よりあいさつ。
　災害に強い永平寺町にしていきたいと期待を寄せていました。

◀「
地
域
の
つ
な
が
り
」が
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ー
ポ
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ン
ト
で
あ
る
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話
す

　
杉
本 

吉
弘
氏

■平成28年度歳末に実施した主な事業

１２月３０、３１日、町内の魚商組合のご協力のもと、
２０１名の方におせち料理を配達しました。

町内の対象者７８名にお届けしました。

町内の対象者５１名にお届けしました。

町内の対象者１４４名に図書券をお届けしました。

永平寺町出身者が入所している
障がい児者福祉施設１５施設を訪問し、
４５名の方々と歓談しました。

家屋漏電点検の実施
ひとり暮らし高齢者・高齢者のみ世帯等４６軒の
漏電点検を無料で実施しました。

上記のほかにも、歳末たすけあい配分事業として、ひとり暮らし高齢者を対象にした会食サービス
や交流の集いを企画、実施しております。
　各事業への配分金実績は決算後、あらためてご報告させていただきます。

～災害に強いまちづくりに向けて～～災害に強いまちづくりに向けて～

共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
報
告

　平成２８年１２月２８日(水)、上志比中
学校の生徒さん４名が、手書きの年賀状を
一人暮らしの方と上志比デイサービスセン
ターのご利用者様にプレゼントしてくださ
いました。
　生徒の皆さんが手書きで書いた年賀状。
受け取られた方は、本当に嬉しそうなお顔
をされていました。上志比中学校の皆さ
ん、ありがとうございました(^○^)

　平成２８年１２月２７日（火）に永平寺開発セ
ンター２階消防ホールにおいて、永平寺町災害ボ
ランティアセンター連絡会」発足式が行われまし
た。同連絡会は、大規模災害発生時に設置される

“災害ボランティアセンター”の運営について、事
前に協議・決定することを目的とし、平常時から
有事に備える場として、有用な役割を果たしてい
くこととなります。
　開会にあたり河合永充町長よりあいさつがあ
り、「町では、自助・共助・公助・協働を意識し、万が
一の災害に備え防災に向けた取り組みを推進し
ている。連絡会発足を機に各団体や関係機関が

様々な連携をして取り組んでいくことで、より災
害に強い永平寺町にしていきたい」と期待を寄せ
ていました。
　この発足式を皮切りに、構成する町内９団体様
と手を取り合いながら、災害に強いまちづくりへ
一致団結してまいります。
　また、式の終わりには福井県社会福祉協議会 地
域福祉課長 杉本吉弘氏より「地域の防災・減災を
下支えるもの」と題した基調講演をいただき、参
加者一同大きな刺激を受けた様子でした。

心をこめた

上志比中学校の皆さんからの手書きの年賀状
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年
A

賀 状

・永平寺町民生委員児童委員協議会　　　　　　　　　　　　・永平寺町商工会
・永平寺町赤十字奉仕団　　　　　　　　　　　　　　　　　・永平寺町内郵便局長会
・福井大学災害ボランティア活動支援センター　　　　　　　・福井県立大学
・永平寺町ボランティアセンター運営委員会　　　　　　　　・永平寺町
・永平寺町社会福祉協議会
役員および事務局
会　長　多田 博幸 氏（永平寺町社会福祉協議会会長）

副会長　吉田 謙治 氏（永平寺町ボランティアセンター運営委員会委員長/げんきの家理事長）

事務局　永平寺町社会福祉協議会

永平寺町災害ボランティアセンター連絡会発足！永平寺町災害ボランティアセンター連絡会発足！

「永平寺町災害ボランティアセンター連絡会」の構成団体＆役員および事務局

STOP

災害時には、主に被災地の社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを立ち上げ、被災から復興に向けた地域の自立を
サポートするため、被災地の困りごとを調べたり、被災地外からのボランティアを受け入れ、活動の調整などをします。

被
災
地
で
何
か
お
手

伝
い
し
た
い
け
ど
、ど

こ
に
行
っ
た
ら
良
い

の
だ
ろ
う
。

家
の
周
り
の
土
砂
を

片
付
け
た
い
け
ど
私

一
人
じ
ゃ
と
て
も
で

き
な
い
わ
。

（順不同）
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見開き特集 What,s ほっこり？

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
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者
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限
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立
し
た
日
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を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
利
用
者
様
の
選
択
に
応
じ
て
、
事
業
所
へ
の

「
通
い
」
を
中
心
と
し
、
短
期
間
の
「
宿
泊
」
や

利
用
者
様
宅
へ
の
「
訪
問
」
を
組
合
せ
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家
庭
的
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環
境
と
地
域
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流
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常
生
活
上
の
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援
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機
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と
は

利用料金（1割負担分） ※9割部分については介護保険等からの支払い

月額定額制（全国一律料金：利用回数に関係なく月額固定）
介護状態 費　用　 

要支援1 3,403円
要支援2 6,877円
要介護1 10,320円
要介護2 15,167円
要介護3 22,062円
要介護4 24,350円
要介護5 26,849円

各加算名
初期加算、認知症加算、
処遇改善加算の各加算等

※但し、ご利用者様の状況および職員
　体制等により加算される内容に変更
　がある場合があります。
※また、身体状況等（常時医療行為を
　必要とする方など）によって、利用で
　きない場合があります。

住
み
慣
れ
た
家
・
地
域
で
生
活
し
な
が
ら

安
心
し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

持
ち
味
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通
い
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ま
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供
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き
る
ワ
ン
ス
ト
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サ
ー
ビ
ス
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ポイント

11
「通い」も「宿泊」も顔なじみのスタッフが対応する
ことで、連続性のあるケアを実現いたします。

ポイント

33
必要な時に必要なケアを
受ける事ができます。

ほっこり自慢の５大ポイント!!ほっこり自慢の５大ポイント!!

スタッフ

ご利用者様

ご家族様ご本人様

ご自宅

利
用
の
中
心
は 

通
い
サ
ー
ビ
ス

宿
泊
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
様
態
や

希
望
に
応
じ
て

訪
問
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
様
態
や

希
望
に
応
じ
て

我々スタッフが、
愛ある暮らしを

お約束いたします！

ポイント

22
ご利用者様一人ひとりの力の活用を
大切にします。

ポイント

44
同じ屋根の下、まるで一つの家族のような、
温かな雰囲気でお過ごしいただけます。

こ
の
日
は
編
み
物
に

挑
戦
し
ま
し
た

い
つ
も
賑
や
か
な

笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
！ ポイント

55
定額制なので、
安心してご利用いただけます！

小規模多機能型居宅介護事業所

〒910-1201　福井県吉田郡永平寺町鳴鹿山鹿第22号39番地

詳しい情報は永平寺町社会福祉協議会ホームページまで

FAX 0776-63-4433☎（0776）63－2233
http://www.eiheijishakyo.jp/

お問い合わせはこちらまでお願いいたします。
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大募集!!大募集!!
心  配  ご  と  相  談心  配  ご  と  相  談 ～秘密は必ず守ります～～秘密は必ず守ります～

　法律問題でお悩みの方を対象に、弁護士による無料
法律相談を行っています。１日８名の方まで相談を受け
付けております。
※お一人様の相談時間は20分程度となります。
※事前に電話予約が必要となります。
      2月23日（木）永平寺老人福祉センター「永寿苑」
　　　　　　　　　担当弁護士：西村　和浩 氏
      3月23日（木）永平寺町やすらぎの郷
　　　　　　　　　担当弁護士：岩﨑　史明 氏

たとえば…　◆遺言・相続について……　
　　　　　　◆消費者トラブルについて……
　　　　　　◆結婚・離婚について……　
　　　　　　◆近隣とのトラブルについて…
　　　　　　◆財産管理について……など、
　　　　　　お気軽にご相談ください。

　　２月 ２ 日（木）松岡福祉総合センター「翠荘」　　
　　　　　　　　　相談員：民生委員児童委員（松岡支部）
　　２月 ９ 日（木）永平寺老人福祉センター「永寿苑」
　　　　　　　　　相談員：民生委員児童委員（永平寺支部）
　　２月16日（木）永平寺町やすらぎの郷　　　　　　
　　　　　　　　　相談員：民生委員児童委員（上志比支部） 

弁護士による無料法律相談　13：00～16：00 福祉総合相談　13：30～16：00

カウンセラー：富田 純子氏
  2月13日（月）永平寺町老人福祉センター「永寿苑」
   3月13日（月）永平寺町やすらぎの郷

※お一人様の相談時間は50分程度となります。
※事前に電話予約が必要となります。
※予約状況によってはキャンセル待ちとなります。　

専門カウンセラーによる子育て相談　13：30～16：30

平成28年12月1日～12月31日

寄  附  御  礼寄  附  御  礼

※万が一、落丁、乱丁などの不良品がございましたら、事務局までご連絡ください。

http://www.eiheijishakyo.jp/

☎ 64－3000　FAX 64－3103

☎ 63－3868　FAX 63－3869

〒910-1313 永平寺町石上27－27（永平寺町やすらぎの郷内）

〒910-1217 永平寺町飯島6－34（永平寺老人福祉センター内）
永平寺事務所

☎ 61－0111　FAX 61－1797

☎ 63－2233　FAX 63－4433

〒910-1127 永平寺町松岡吉野堺15－44（松岡福祉総合センター内）
松 岡 事 務 所

〒910-1201 永平寺町鳴鹿山鹿22－39
ほ っ こ り

永平寺町社会福祉協議会永平寺町社会福祉協議会ほほえみあふれる 福祉のまちづくり

永平寺町
社会福祉協議会

匿名 様

永平寺町立図書館 様 (チャリティーバザー収益金)

匿名 様

匿名 様

匿住所

匿住所

匿住所

地域福祉活動事業

地域福祉活動事業

永平寺デイサービスセンター事業

在宅福祉サービス事業

12月17日

12月28日

12月20日

12月27日

氏　　　名　　　　　　　         （住  所） 金額（品名） 受入区分受領日

寄
付
金

物

　品

¥5,000

¥3,564

介護用品

タオル、洗濯洗剤

高齢者ドライバーの事故多発！
改正道路交通法で認知症検査厳格化！？

高齢者ドライバーの事故多発！
改正道路交通法で認知症検査厳格化！？

お問い合わせ・お申し込みは 地域福祉推進課　☎64-3000

地域福祉推進課　☎64-3000

　近頃、高齢者による自動車事故が多発しています。高齢化社会で高齢ドライバーが急激に増えていることが、高齢者の
事故件数を増やしている実態があります。

　運転は私たちの生活にとって、欠かせないものになっています。遠いところまで行くことができるし、運転すること自
体を楽しみにしている方も多いです。そのなかで上記のとおり、自動車に関する制度、法律は厳しくなってきております。
　これから積雪により、路面状況悪化や視界不良等で事故の危険性が増す季節です。快適な運転ライフを過ごせるよう、
自分の体としっかり相談し、安全に気を付けて運転してください！

み
ん
な
で
き
て
ね
！

み
ん
な
で
き
て
ね
！

福祉総合相談所公開セミナー福祉総合相談所公開セミナー

両日とも午後から

お問い合わせ・・お申し込みは

参加費無料 定員：50名

お薬について分かりやすくお話します

大切にわたしとあなたの心の笑顔

◆日時：平成29年3月17日（金）
   13:30～14:30
◆講師：福井県庁 医薬食品・衛生課

知って安心！お薬の話

女性・子ども・高齢者・外国人など人権について
ビデオを活用しながら説明します。また人権尊
重の社会を目指した啓発活動などについても
説明します。

薬を正しく使わな
いと、薬の効果が
弱まったり、毒に
な っ た り も し ま
す。正しい薬の使
い方や最近、話題
になっている危険
ドラッグなど薬物
乱用防止について
も説明します。

◆日時：平成29年2月16日（木）
   19:00～20:00
◆講師：福井県庁 地域福祉課

人権尊重の社会づくり講座

★場所：永平寺開発センター 消防ホール①②
              （永平寺町東古市10-5）

町内の方
どなたでも

ＯＫ

　次の皆様から、社会福祉のためにたくさんの「まごころ」が寄せられました。　
深くお礼申し上げます。
　皆様からいただいた寄付金・寄贈品は、寄付されました方の希望される使途を尊重
させていただきますとともに、社会福祉のため有効に活用させていただきます。

フラダンス、お芝居、歌など
盛りだくさん

りっ　　か

内容：10：30～ 朗読劇「六花」
日時：2月11日（土） 9：00～16：00

場所：旧永平寺口駅舎 地域交流館（永平寺町東古市1-2）

人形劇、大型紙芝居等
内容：10：30～ 人形劇団「たんぽぽ」
日時：3月11日（土） 9：00～16：00

永平寺町 みんなのサロン永平寺町 みんなのサロン
子どもから高齢者、障がいのある方、子育て中の親御さん、誰でも出入り自由です。
誰かとおしゃべりしたい方、ちょっとひと休みしたい方みんなでつくる居場所です。

11：30～12：30 お弁当、惣菜販売／野菜、加工品販売／
パンの販売

　平成29年3月に施行される改正道路交通法では、75歳以上のドライバーが交通違反をした場合には認知症の検査が義務づけられる
ことが決定している。臨時検査で前回の結果よりも認知機能が低下していた場合には、臨時講習を受ける必要が生じる。また、認知症の
恐れがあるとされれば、医師の診察を受けることも義務化。認知症ならば免許取り消しか停止となり、臨時検査や診察を受けない場合
も免許取り消しとなる。

75歳以上のドライバーは3年ごとに免許更
新時に認知症の検査を受ける。

福井県でも市町村によって様々な取り組みをおこなっています。そのなかで越前市では、平成19年から高齢ドライバーの運転免許の自主返納者に対し、運転免許
有効期限まで、市民バスを無料で利用できる乗車券を交付するという「運転免許自主返納支援事業」をスタート。実際に話を伺うと、「返納率は非常に高い。特に高齢
者の交通事故の報道が多くなった11月以降は特に増えた」とのこと。

道
路
交
通
法

現
在
の

免許更新時以外にも信号無視や一時不停止
等の交通違反（18項目の違反）をした場合、
臨時の検査が義務付けられます。

道
路
交
通
法

改
正
後
の▶

★時事ニュース★★時事ニュース★

高齢者の食生活を支える配食サービス。
ご家庭にお昼のお弁当を配達してくださ
るボランティアさんを募集しています。

　☆活 動 日　週３回　月・水・金曜日
　☆活動時間　午前11時～正午まで
　　週１回でも月１回でもかまいません!!

☆カラオケをいっしょに楽しく歌う
☆楽器の演奏を披露する
☆マジックを披露する
☆いっしょに楽しくお話をする
☆いっしょにクラフトをする
☆その他なんでもOK

今年も、雪かきボランティアを募集します。
一人暮らしの方のお宅やデイサービスセン
ターなどの施設の雪かきに、あなたのお力を
お貸しください。

ボランティアさんボランティアさん

永平寺町社会福祉協議会では、
ボランティアさんを大募集しています。
あなたの力を地域の福祉に活かしませんか！

お問い合わせは 永平寺町社会福祉協議会 ボランティアセンター ☎64-3000

配食サービス
ボランティア
配食サービス
ボランティア

サロン盛り上げ
助っ人隊
サロン盛り上げ
助っ人隊

スノー
バスターズ
スノー
バスターズ

「高齢者事故率」実は・・・福井
県が全国ワースト2位！！

相談内容などの秘密
は守られますので安
心してご利用くださ
い。相談は予約制とさ
せていただき、先着２
人までとさせていた
だきます。（申込みは
開催日の前日までに
お申込み下さい）

相
談
室の

～ 暖かな信頼関係 ～

ご本人でも、ご家族でも
お気軽に相談して下さい。
ご本人でも、ご家族でも
お気軽に相談して下さい。

相談無料 秘密厳守

こころこころ

★日時：平成29年2月20日（月） 
　　　 15:30～17:30
★会場：永平寺町社会福祉協議会
　　　 （やすらぎの郷内）（永平寺町石上27-27）
★カウンセラー：
　　　 東間 正人氏 （福井大学医学部付属病院

 神経科精神科医師）

仕事の悩み、生活の悩み、病気の悩み
一人で抱え込まず、話してみませんか？
仕事の悩み、生活の悩み、病気の悩み
一人で抱え込まず、話してみませんか？

もの忘れ、睡眠障害（不眠症・過眠症 )、ひきこもり
など一人で悩まず、ご相談して下さい。

13：30～ 百歳体操
14：30～ おしゃべり喫茶



送迎を希望される方は
事務局までご連絡下さい

平成29年2月26日（日）日　時 対　象

参加費

永平寺町民の方ならどなたでも参加できます
無料

申込み締切 2月22日（水）まで

平成28年度平成28年度

12時20分受付開始　16時30分終了

会　場 上志比文化会館サンサンホール
（永平寺町石上29-67-1）

食生活全般、永平寺町の食材、食文化など食育をすす
め、地域づくりを行う観点から、小芝居を交えながら
みんなで考えていきます。

高齢者による交通事故が多発しています。今回は、高齢者ドライバーの現状
や事故映像を通して、認知機能予防(体操)、自主返納サポート制度等安全運
転についてみんなで考えていきます。

台風、豪雨等による風水害や地震、津波等の災害が発生した
際、被災地では災害ボランティアによる支援活動が大きな力
を発揮し、被災地に欠かせない重要な支援となっています。
ボランティアとしての心構え、避難所の運営ゲームを交えな
がらみんなで考えていきます。

 岡田　純平 氏

3分科会に分かれ、みんなで地域課題について理解を深めます。

「歌やお芝居を交えた面白トーク」「歌やお芝居を交えた面白トーク」
～今、残したいもの　次の世代に伝えたいもの～

第１分科会第１分科会 「食で育む地域づくり」「食で育む地域づくり」

14時40分～16時10分

13時00分～14時30分

分科会

講　演

第2分科会第2分科会 「高齢者の安全運転を考える」「高齢者の安全運転を考える」

＜講師＞

第3分科会第3分科会 「災害発生！ボランティアどうやるの？」「災害発生！ボランティアどうやるの？」

＜主な経歴＞ FBC ラジオ・TV　多数出演
大阪読売TV　　「そっくりショー」
日本TV  　　　「ズームイン朝」
フジTVオーディション　「笑っていいとも」
ラジオ番組「たむたむたいむ」全国コンクール金賞！ etc.

＜講師＞ 福井県福井警察署交通第二課 課長　矢納　浩喜氏
福 井 県 福 井 警 察 署 交 通 第 二 課　下牧正由子氏

＜講師＞ 西村　節子氏 （ふくいの食育リーダー「伝承料理」)

前川　高廣氏 （下合月収穫祭芋煮会)

＜講師＞ 東角　操氏
 

お問い合わせ／お申し込み

主 催：社会福祉法人 永平寺町社会福祉協議会　
後 援：永平寺町・永平寺町民生委員児童委員協議会・社会福祉法人 福井県共同募金会永平寺町共同募金委員会

時代の流れと共に消えかけている
『何か』を伝えたい。
地域に笑いを・人々に笑顔を

東日本大災害支援 チームふくい 代表
福井県災害ボランティア支援センター センター長
全国災害ボランティア議員連盟 顧問
NPO法人ふくい災害ボランティアネット 理事長

社会福祉法人 永平寺町社会福祉協議会
永平寺事務所

　松 岡 事 務 所

☎64-3000
☎63-3868
☎61-0111

地域福祉課題について理解を深め、
地域住民の地域福祉力の向上を目的に開催します
地域福祉課題について理解を深め、
地域住民の地域福祉力の向上を目的に開催します

地域の

福祉力向上セミナー


